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図番号 試料分類 種類 属性 採取部位 時代 土器型式
纏向石塚
NRSK–C13 4 次・第 3 トレンチ周濠植物層下層 桜井市 1989 木材 ヒノキ 弥生後期～古墳前期
NRSK–C14 4 次・第 3 トレンチ周濠暗青灰色シルト層 桜井市 1989 木材 小枝 弥生後期～古墳前期 庄内 3
NRSK–C15 a 





NRSK–C15 b 種実 種子
NRSK–C16 4 次・第 3 トレンチ周濠–中央植物層 桜井市 1989 種実 弥生後期～古墳前期 庄内 3
NRSK–C17 4 次・第 3 トレンチ植物層 桜井市 1989 木材 ヒノキ 弥生後期～古墳前期 庄内 3
NRSK–C18 8 次墳丘下湿地層暗灰色粘土層 1 トレ 7–9 杭間 961030 木材 不明環孔材 弥生後期～古墳前期 庄内 3
東田大塚
NRSK–1 4 次・纏向 147 次周濠下層№ 64 30 集図 23–8 土器付着物 煤 甕 胴外面 古墳前期 布留 1 古
NRSK–2 2 次・纏向 113 次 SE2001 下層 1 集 49 図 49 土器付着物 煤 甕 胴外面 古墳前期 布留 0 古
NRSK–3 a 2 次・纏向 113 次 SD2001 下層 1 集 46 図 13 土器付着物 焦 甕 胴内面 古墳前期 布留 0 古
NRSK–3 b 土器付着物 煤 胴外面
NRSK–4 a 1 次・纏向 106 次 1 トレ周濠下層上部 1 集 28 図 1 土器付着物 焦 甕 胴内面 古墳前期 布留 0 新
NRSK–4 b 土器付着物 煤 胴外面
NRSK–C1 2 次・纏向 113 次 SX1101 上層下部（15 層） 1 集 種実 ウリ 種子 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C2 2 次・纏向 113 次 SX1101 上層下部（15 層） 1 集 種実 モモ 核 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C3 2 次・纏向 113 次 SX1101 上層下部（15 層） 1 集 木材 小枝 古墳前期
NRSK–C4 4 次・纏向 147 次周濠下層木№ 10 30 集 木材 エノキ属ニレ科 加工木 樹皮直下内 
側最外縁
古墳前期 布留 1 古
NRSK–C5 4 次・纏向 147 次周濠下層木№ 4 30 集 木材 ヤナギ属ヤナギ科 自然木，樹幹 最外縁 古墳前期 布留 1 古
NRSK–C6 4 次・纏向 147 次周濠下層木№ 11 30 集 木材 ヤナギ属ヤナギ科 自然木，枝 最外縁 古墳前期 布留 1 古
NRSK–C7 4 次・纏向 147 次第 1 トレンチカゴ 1 30 集図 21 その他 タケ亜科イネ科 カゴ材 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C8 4 次・纏向 147 次第 4 トレンチカゴ 2 30 集図 35–50 その他 タケ亜科イネ科 カゴ材 古墳前期 布留 0 古
矢塚
NRSK–6 纏向（石野調査）MK6C2M 周濠下層一括 10–720116 纏向（1976）112 図 12 土器付着物 煤 甕 胴外面 弥生後期～古墳前期 布留 0 古
NRSK–C9 2 次・纏向 148 次周溝内黒褐色粘土 30 集 木材 木っ端 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C10 2 次・纏向 148 次周溝内黒褐色粘土 070228 30 集 木材 木っ端 古墳前期
NRSK–C11 2 次・纏向 148 次周溝内黒褐色粘土 070228 30 集 種実 モモ 核 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C12 2 次・纏向 148 次墳丘盛土内土手状砂層 070308 30 集 種実 モモ 核 古墳前期 布留 0 古
箸墓古墳周辺7次（纏向81次）
NRKS–02 県調査 SX01 最下層 41・寺澤薫 土器付着物 煤 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–03 県調査 SX01 最下層 34・寺澤薫 土器付着物 煤 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–04 県調査 SX01 最下層 40・寺澤薫 土器付着物 吹 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–06 県調査 SX01 下層 85・寺澤薫 土器付着物 吹 甕 F 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–09 県調査 SX01 最下層 63・寺澤薫 土器付着物 煤 甕 SY 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–10 県調査 SX01 最下層 49・寺澤薫 土器付着物 煤 甕 S（傾） 口縁外・胴外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–11 県調査 SX01 上層 109・寺澤薫 土器付着物 煤 甕 F 口縁外・胴外 古墳前期 布留 0 古























































図番号 試料分類 種類 属性 採取部位 時代 土器型式
纏向石塚
NRSK–C13 4 次・第 3 トレンチ周濠植物層下層 桜井市 1989 木材 ヒノキ 弥生後期～古墳前期
NRSK–C14 4 次・第 3 トレンチ周濠暗青灰色シルト層 桜井市 1989 木材 小枝 弥生後期～古墳前期 庄内 3
NRSK–C15 a 





NRSK–C15 b 種実 種子
NRSK–C16 4 次・第 3 トレンチ周濠–中央植物層 桜井市 1989 種実 弥生後期～古墳前期 庄内 3
NRSK–C17 4 次・第 3 トレンチ植物層 桜井市 1989 木材 ヒノキ 弥生後期～古墳前期 庄内 3
NRSK–C18 8 次墳丘下湿地層暗灰色粘土層 1 トレ 7–9 杭間 961030 木材 不明環孔材 弥生後期～古墳前期 庄内 3
東田大塚
NRSK–1 4 次・纏向 147 次周濠下層№ 64 30 集図 23–8 土器付着物 煤 甕 胴外面 古墳前期 布留 1 古
NRSK–2 2 次・纏向 113 次 SE2001 下層 1 集 49 図 49 土器付着物 煤 甕 胴外面 古墳前期 布留 0 古
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NRSK–4 a 1 次・纏向 106 次 1 トレ周濠下層上部 1 集 28 図 1 土器付着物 焦 甕 胴内面 古墳前期 布留 0 新
NRSK–4 b 土器付着物 煤 胴外面
NRSK–C1 2 次・纏向 113 次 SX1101 上層下部（15 層） 1 集 種実 ウリ 種子 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C2 2 次・纏向 113 次 SX1101 上層下部（15 層） 1 集 種実 モモ 核 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C3 2 次・纏向 113 次 SX1101 上層下部（15 層） 1 集 木材 小枝 古墳前期
NRSK–C4 4 次・纏向 147 次周濠下層木№ 10 30 集 木材 エノキ属ニレ科 加工木 樹皮直下内 
側最外縁
古墳前期 布留 1 古
NRSK–C5 4 次・纏向 147 次周濠下層木№ 4 30 集 木材 ヤナギ属ヤナギ科 自然木，樹幹 最外縁 古墳前期 布留 1 古
NRSK–C6 4 次・纏向 147 次周濠下層木№ 11 30 集 木材 ヤナギ属ヤナギ科 自然木，枝 最外縁 古墳前期 布留 1 古
NRSK–C7 4 次・纏向 147 次第 1 トレンチカゴ 1 30 集図 21 その他 タケ亜科イネ科 カゴ材 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C8 4 次・纏向 147 次第 4 トレンチカゴ 2 30 集図 35–50 その他 タケ亜科イネ科 カゴ材 古墳前期 布留 0 古
矢塚
NRSK–6 纏向（石野調査）MK6C2M 周濠下層一括 10–720116 纏向（1976）112 図 12 土器付着物 煤 甕 胴外面 弥生後期～古墳前期 布留 0 古
NRSK–C9 2 次・纏向 148 次周溝内黒褐色粘土 30 集 木材 木っ端 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C10 2 次・纏向 148 次周溝内黒褐色粘土 070228 30 集 木材 木っ端 古墳前期
NRSK–C11 2 次・纏向 148 次周溝内黒褐色粘土 070228 30 集 種実 モモ 核 古墳前期 布留 0 古
NRSK–C12 2 次・纏向 148 次墳丘盛土内土手状砂層 070308 30 集 種実 モモ 核 古墳前期 布留 0 古
箸墓古墳周辺7次（纏向81次）
NRKS–02 県調査 SX01 最下層 41・寺澤薫 土器付着物 煤 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–03 県調査 SX01 最下層 34・寺澤薫 土器付着物 煤 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–04 県調査 SX01 最下層 40・寺澤薫 土器付着物 吹 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–06 県調査 SX01 下層 85・寺澤薫 土器付着物 吹 甕 F 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–09 県調査 SX01 最下層 63・寺澤薫 土器付着物 煤 甕 SY 口縁外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–10 県調査 SX01 最下層 49・寺澤薫 土器付着物 煤 甕 S（傾） 口縁外・胴外 古墳前期 布留 0 古
NRKS–11 県調査 SX01 上層 109・寺澤薫 土器付着物 煤 甕 F 口縁外・胴外 古墳前期 布留 0 古


























図番号 試料分類 種類 属性 採取部位 時代 土器型式
纏向109次
NRSK–7 纏向 109 次 SX1002 拡張区植物層直下 20 集概報 17 図 13–14 層境
界出土
土器付着物 煤 甕 胴外面 古墳前期 布留 0 新
NRSK–C20 纏向 109 次 SX2001 地山整形掘込み 980809 20 集概報 木材 古墳前期
NRSK–C21 纏向 109 次 SX1002 下層 980829 20 集概報 木材 小枝 古墳前期 布留 0 新
NRSK–C22 纏向 109 次 SX1001 下層 980809 20 集概報 木材 ニレ属 古墳前期
NRSK–C23 纏向 109 次 SX1002 腐食層 980809 20 集概報 17 図 13 層 木材 古墳前期 布留 1
NRSK–C24 纏向 109 次 SX1002 腐食層 980809 20 集概報 17 図 13 層 木材 ヤナギ属 小枝 古墳前期 布留 1
NRSK–C25 纏向 109 次–1 トレ旧流路内粗砂層下腐食層 980809 20 集概報 17 図 13 層 木材 小枝 古墳前期 布留 1




NRSK–C27 纏向 65 次–巻之内尾崎花地区 , 腐植土層 漆 漆膜 漆塗り盾 古墳前期 布留 0 新～1 古
纏向140次
NRSK–21 140 次土坑 1 桜井市 2005–105 土器付着物 煤 甕 胴外面 弥生後期 庄内 0
NRSK–22 b 140 次土坑 1 桜井市 2005–102 土器付着物 煤 甕 胴外面 弥生後期 庄内 0
NRSK–23 b 140 次土坑 1 桜井市 2005–108 土器付着物 煤 甕 胴外面 弥生後期 庄内 0
纏向145次
NRSK–27 145 次土坑 2 上層№ 82 桜井市 2006–20 土器付着物 煤 甕 口縁外面 弥生後期 庄内 3
NRSK–29 b 145 次土坑 2 底面№ 64 桜井市 2006–30 土器付着物 煤 甕 胴外面 弥生後期 庄内 3
NRSK–30 a 145 次土坑 4 № 55 桜井市 2006–41 土器付着物 焦 甕 胴内部外面 古墳前期 布留 0 古
NRSK–30 b 土器付着物 煤 胴下部外面
NRSK–31 b 145 次土坑 4 № 54 桜井市 2006–36 土器付着物 煤 甕 胴下部外面 古墳前期 布留 0 古
NRSK–32 145 次土坑 4 № 47 桜井市 2006–45 土器付着物 焦 壺 胴下部外面 古墳前期 布留 0 古
纏向149次
NRSK–24 149 次土坑 1（仮面出土）№ 235 土器付着物 煤 甕 頸外面 弥生後期 庄内 1
NRSK–25 a 149 次土坑 1（仮面出土）№ 235 土器付着物 焦 甕 胴内面 弥生後期 庄内 1
NRSK–25 b 土器付着物 煤 胴外面
NRSK–26 149 次土坑 1（仮面出土）№ 235 木材 タケ 土器を巻いて 
いたカゴ
胴外 弥生後期 庄内 1
纏向158次
NRSK–46 纏向 158 次井戸 1, 番号 210, 南拡張区暗褐色シルト質細
粒砂層 ,
土器付着物 煤 胴外 古墳前期 布留 1 古
NRSK–C49 纏向 158 次井戸 1, 南拡張区井戸枠内 2 層 , 種実 ウリ 種子 古墳前期 布留 1 古
NRSK–C50 a 種実 モモ 核
NRSK–C50 b 纏向 158 次井戸 1, 南拡張区井戸枠内 2～6 層 , 種実 ウリ 種子 古墳前期 布留 1 古
NRSK–C50 c 種実 ヘチマ ? 種子
大福10次
NRSK–55 a 大福 10 次ミソノヘ , 番号 211, 流路 1ac 区 No1, 土器付着物 焦 胴下内 古墳前期 布留 1






















































図番号 試料分類 種類 属性 採取部位 時代 土器型式
大福26次
NRSK–33 a





NRSK–33 b 土器付着物 煤 胴外面
NRSK–34 b 26 次 5 区 SK15102 № 33, 取上 79 土器付着物 煤 甕 胴外面 弥生後期 庄内 0
大福28次
NRSK–65 大福 28 次北区 SD1020, 上層 , 取り上げ 45 土器付着物 煤 胴中外 弥生後期 大和 VI–3
NRSK–66 大福 28 次北区 SD1020, 下層 , 取り上げ 72 土器付着物 煤 胴上外 弥生後期 大和 VI–3
NRSK–C63 大福 28 次北区 SD1020, 炭化層（中層）, 種実 コメ 炭化米 弥生後期 大和 VI–3
上之庄4次
NRSK–59 a
上之庄 4 次 , 番号 153.295, 旧流路 SD1001, 現説資料 1996
土器付着物 焦 胴下内
古墳前期 布留 2
NRSK–59 b 土器付着物 煤 胴下外





図番号 試料分類 種類 属性 採取部位 時代 土器型式
唐古・鍵
NRTK–32
NRTK–32（re） 唐古・鍵遺跡第 47 次 SD2101 小林他 2006 土器付着物 焦（炭化米） 短頸壺 胴内 弥生後期 大和 V–1
NRTK–32（re2）
NRTK–40 唐古・鍵遺跡第 69 次 SD1109 小林他 2006 漆 漆片 漆塗り壺 胴外・胴内 弥生後期 大和 V–2～VI–1
NRTK–34
唐古・鍵遺跡第 69 次 SD1109 小林他 2006 土器付着物 焦 甕 胴外 弥生後期 大和 VI–2
NRTK–34（re）
NRTK–35 唐古・鍵遺跡第 14 次 SK101 小林他 2006 土器付着物 焦 甕 胴内 弥生後期 大和 VI–3
NRTK–36
唐古・鍵遺跡第 88 次 SK2106 小林他 2006 土器付着物 焦 甕 胴内 古墳前期 布留 1
NRTK–36（re）
NRTK–37 唐古・鍵遺跡第 38 次 SK101 小林他 2006 土器付着物 煤 甕 胴外 古墳前期 布留 1
NRTK–38
唐古・鍵遺跡第 38 次 SK101 小林他 2006 土器付着物 煤 甕 胴外 古墳前期 布留 1
NRTK–38（re）
NRTK–79 唐古・鍵遺跡第 23 次 SK124 小林他 2006 土器付着物 煤 甕 胴外 古墳前期 布留 1
NRTK–82 唐古・鍵遺跡第 26 次 SK2106 小林他 2006 土器付着物 煤 甕 胴外 古墳前期 布留 1
瓜生堂




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































纏向石塚は桜井市大字太田 271–1，纏向遺跡の中心やや西よりにあり，1971 年の１次調査以来 9
回の調査が行われている。墳丘の規模は，全長 96m，後円部径 64m，くびれ部幅 15～16m，前方
部長 32m である。周溝（溝・濠・壕は報告者の用法に準ずるが，⑤考察では壕を用いる）は後円
部では幅約 20m の規模で墳丘に沿うように掘削され，前方部前面では幅 5m で掘削されている。
第 4 次調査［桜井市教育委員会 1989］第 3 トレンチ（くびれ部の北側に当たる）における周濠の
下層腐植土層（報告 9 頁図 3 の 8 層）出土の NRSK–C13（ヒノキ木片），C16（種実），C17（ヒノ
キ木片），第 3 トレンチ周濠の 3 および 4 層の青灰色シルト層出土の NRSK–C14（小枝），C15a，
C15b（2 種類の種実試料を別に a，b とした）を試料とした。また，8 次調査の墳丘下湿地層暗灰
色粘土層 1 トレンチ 7–9 杭間出土の木片を NRSK–C18 とした（桜井市未報告，出土状況は橋本輝
彦氏の教示による）。
第 8 次調査（纏向遺跡 87 次）は墳丘部に東西南北方向にトレンチを入れた調査で，未報告であ
るが，橋本輝彦氏の提供により試料を測定した。


















纏向 113 次 SE2001 下層出土土器外面付着物（NRSK–2），同 SD2001 下層出土土器内外面付着物



















纏向 113 次 SE2001 下層出土土器外面付着物（NRSK–2），同 SD2001 下層出土土器内外面付着物


















モ核（NRSK–C2），小枝（NRSK–C3），4 次調査（纏向 147 次）周濠下層出土土器外面付着物
（NRSK–1），共伴する木材（NRSK–C4～C6），同調査出土のカゴ（NRSK–C7・C8）である。









ノキ属の材である。C5・C6 はヤナギ属の自然木である。NRSK–1 と同一層位であるがNRSK–1 よ
りは上部からの出土であり，所属時期もこれと同時期か少し下る可能性がある，とされている。
NRSK–2 は，墳丘盛土下の井戸 SE2001 下層から出土した庄内大和形甕で，共伴資料から布留 0
式期古相に所属するとされる。古墳築造に際して人工的に埋め立てた盛土遺構 SX2001 が井戸上部
に存在している調査所見より，この井戸は築造直前まで機能していた遺構とされる。NRSK–3 は墳












一部と思われる勝山池がある。現在の墳丘の規模は，東西 55m，南北 52m，高さ 6mである。第 1
次調査として墳丘と周濠外縁を確認した 5C・6CMトレンチにおいて，6C3K 区の周濠東南部南側
の 2重となる外溝の分岐付近において，完形土器がまとまって出土している［石野・関川 1976］。
完形土器は石野博信氏らにより纏向 3式期とされた壺・甕・高坏の 14 点で，2m四方の範囲に集
中していたものである［橋本 2008］。
















奈良県立橿原考古学研究所が 1994 年 12 月から 1995 年 3 月まで実施した箸墓古墳周辺第 7次（纏
向遺跡第 81 次）調査において，溜池改修にともなう箸中字大池 786 番地の 753m2 の調査で出土し
た SX–01 遺構出土土器（図 6）の付着物を，橿原考古学研究所の寺澤薫氏の厚意により，同研究
所において採取した。調査者の寺澤薫氏の報告によれば，SX–01 遺構は，W–2 トレンチで検出さ
れた箸墓古墳にむかって落ちる大規模な落ち込み遺構で，纏向遺跡第１遺構面がせり上がって第 2












56，63 および下層出土の 85，上層出土の 109 の 8 点の布
留 0式土器甕の外面に付着した炭化物である。［寺澤 1986］
の土器分類によれば，39 は布留式影響をうけた大和形，
63 は大和形，40，85，109 は布留甕，41，49 は庄内甕の
うち布留形甕への傾向をもつもの，56 は暗褐色の胎土で
東部瀬戸内かとされる搬入品とされている。大きさの区分
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桜井市大字太田 105 番地において，個人住宅建設のため 40m2 が調査された地点である。このな







桜井市大字東田 171 番地において，農業用温室建築に伴う 180m2 の調査で，湧水面まで掘り込
まれた土坑が検出された。土坑 2は上面長径 1.4m，短径 1.1m，深さ 1mで，溝が南へ向け延びる
ように設けられている平面形で，底面は径 90cmの円形を呈する。土坑 4は径約 2.1m の円形で，
深さは 1.2m の断面半円形の土坑である。下層近くで土製支脚 6点を含む複数の土器が一括して出
土した。これらは，纏向遺跡群に多く見られる祭祀的な性格をもった土坑と推定されている。
土坑 2出土庄内 3式土器のNRSK–27・29 の 2 点，土坑 4出土布留 0式期土器のNRSK–30，31，
32 の 3 点の土器付着物を測定試料とした。NRSK–27 は土坑 2 上層出土の甕口縁外面付着物，
NRSK–29 は土坑 2底面出土の甕胴部外面付着物である。NRSK–27 は口縁端部をつまみ上げるも
ので，NRSK–29 とともに土坑 2一括出土土器とともに庄内式の新しい段階に位置づけられる。
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纏向遺跡第 158 次調査は木製仮面が出土した第 149 次調査地のすぐ西側の地点で，2008 年度に
調査された。丸太を刳り貫いた布留 1式期の井戸（長径 2m，短径 1.2m の掘り方）などが検出さ
れている。
試料は，158 次調査の井戸 1出土の土器付着物（NRSK–46）及び植物遺体（NRSK–C49・C50）
である。NRSK–46 は，井戸南拡張区の暗褐色シルト質細粒砂層出土の，番号 210 の布留 1式の甕












大福遺跡第 26・28 次調査地は弥生中期・後期の集落遺跡で市道建設に伴い，南北 400ｍにわたり
調査された。調査区では弥生後期の大溝が検出されており，居住域となっていることが確認されてい
る（丹羽恵二氏の教示による）。第 26次調査は 2007 年度，第 28次調査は 2008 年度に行われた。第
26次調査では弥生時代後期後半から末の銅鐸片・送風管などの青銅器鋳造関連遺物がみつかっている。
第 26 次調査で得られたNRSK–33・34 は，5区土坑 1から出土した庄内 0式期甕で，内面（33a），
外面（33b），および外面（34b）に付着した炭化物である。土坑 1は V字溝である溝 4の埋没後に
［古墳出現期の炭素14年代測定］……春成秀爾・小林謙一・坂本 稔・今村峯雄・尾嵜大真・藤尾慎一郎・西本豊弘
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跡北東端にあたり，1996 年度に 4471m2 が調査された。未報告試料であるが，調査担当者の松宮昌





































跡北東端にあたり，1996 年度に 4471m2 が調査された。未報告試料であるが，調査担当者の松宮昌



























Ⅴ–1 様式 NRTK–32 の 1 個体（同一試料を 3 回測定），大和Ⅴ–2～Ⅵ–1 様式 NRTK–40 の 1 個体，
大和Ⅵ–2 様式 NRTK–34（同一試料を 2 回測定）の 1 個体，大和Ⅵ–3 様式 1 式 NRTK–35 の１個体，















わち，1 規定度（1N）の塩酸溶液中で 80℃，1 時間の加熱を行い，上澄み液を交換して 2 回繰り返
した。この操作により，試料中の炭酸塩を除去した。次いで水酸化ナトリウム溶液中で 80℃，1 時
間の加熱を行った。上澄み液は混入物である有機酸が溶出して濃褐色に着色するので，水酸化ナト
リウム溶液の濃度を 0.1N から 1N に上げながら着色が薄くなるまで操作を繰り返した。次に 1N 塩






















国標準技術局シュウ酸：SRM 4990C，通称 NIST OxII）についても同様に行われた。
③　測定
調製したグラファイトを，（株）加速器分析研究所に送付し，AMS 装置による炭素 14 の測定を
依頼した。土器付着物については，AAA 処理済の試料を昭光通商（株）に送付し，元素分析計な
らびに安定質量分析計による炭素・窒素濃度，および安定同位体比の測定を依頼した。
NRKS–06 は，回収した二酸化炭素をパイレックス管に封入して Beta Analytic Inc. に送付し，




去した。引き続き自動 AAA 処理装置（光信理化学製作所：K–RS–C–U）による AAA 処理を行っ
た［Sakamoto et al. 2010］。80℃の温度下で，1N の塩酸溶液中での 50 分の加熱を 2 回，0.1N の水
酸化ナトリウム溶液中での 50 分の加熱を 1 回，1N の水酸化ナトリウム溶液中での 50 分の加熱を
4 回，1N の塩酸溶液中での 50 分の加熱を 3 回，純水中での 25 分の加熱を 5 回繰り返した。試料
は吸引濾過でテフロン製フィルタ上に回収し，水洗後，電気オーブンで乾燥させた。
一部の土器付着物は胎土との分離が不十分だったため，AAA 処理後の試料の重液分離を行った。





AAA 処理済試料は元素分析計（Thermo 社：Flash EA1112）と真空装置（光信理化学製作所：
K–RS–EL）を組み合わせた装置を用いて，試料から炭素を抽出し，グラファイトを調製した
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た［Sakamoto et al. 2010］。80℃の温度下で，1N の塩酸溶液中での 50 分の加熱を 2 回，0.1N の水
酸化ナトリウム溶液中での 50 分の加熱を 1 回，1N の水酸化ナトリウム溶液中での 50 分の加熱を
4 回，1N の塩酸溶液中での 50 分の加熱を 3 回，純水中での 25 分の加熱を 5 回繰り返した。試料
は吸引濾過でテフロン製フィルタ上に回収し，水洗後，電気オーブンで乾燥させた。
一部の土器付着物は胎土との分離が不十分だったため，AAA 処理後の試料の重液分離を行った。





AAA 処理済試料は元素分析計（Thermo 社：Flash EA1112）と真空装置（光信理化学製作所：
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1mg の存在下，これを 550℃，7 時間加熱して二酸化炭素をグラファイトに転換した。以下の操作，
およびブランク試料と標準試料の扱いは処理 A に準じた。
③　測定


















NRSK–C13 B 66 mg 5.0 mg 7.5％ 2.27 mg 1.27 mg 56.2％
NRSK–C14 B 18.3 mg 2.38 mg 1.18 mg 49.4％
NRSK–C15 a B 108 mg 2.4 mg 2.2％ 2.13 mg 0.86 mg 40.4％
NRSK–C15 b B 71 mg 12.5 mg 17.6％ 2.39 mg 1.21 mg 50.7％
NRSK–C16 B 14 mg 7.5 mg 53.4％ 2.50 mg 1.33 mg 53.2％
NRSK–C17 B 9.8 mg 2.45 mg 1.14 mg 46.6％
NRSK–C18 B 39.6 mg 2.39 mg 1.27 mg 53.3％
東田大塚
NRSK–1 B 44 mg 17.9 mg 40.6％ 重液分離 1.64 mg 1.23 mg 74.9％
NRSK–2 B 58 mg 27.5 mg 47.4％ 重液分離 1.62 mg 1.09 mg 66.9％
NRSK–3 a B 55 mg 18.1 mg 32.9％ 重液分離 1.60 mg 0.97 mg 61.0％
NRSK–3 b B 44 mg 13.1 mg 29.7％ 重液分離 1.74 mg 1.20 mg 68.9％
NRSK–4 a B 238 mg 18.1 mg 7.6％ 重液分離 1.71 mg 1.04 mg 60.9％
NRSK–4 b B 81 mg 33.3 mg 41.1％ 重液分離 1.68 mg 1.09 mg 64.8％
NRSK–C1 B 14 mg 1.7 mg 12.3％ 1.85 mg 0.94 mg 50.8％
NRSK–C2 B 112 mg 18.3 mg 16.4％ 2.22 mg 1.13 mg 51.1％
NRSK–C3 B 250 mg 3.5 mg 1.4％ 2.52 mg 0.97 mg 38.3％
NRSK–C4 B 13 mg 7.6 mg 58.5％ 2.22 mg 1.26 mg 56.9％
NRSK–C5 B 169 mg 9.8 mg 5.8％ 2.24 mg 1.21 mg 54.0％
NRSK–C6 B 234 mg 11.0 mg 4.7％ 2.38 mg 1.32 mg 55.7％
NRSK–C7 B 235 mg 21.9 mg 9.3％ 2.47 mg 1.41 mg 57.2％










NRSK–6 B 166 mg 3.4 mg 2.1％ 重液分離 1.62 mg 0.76 mg 46.7％
NRSK–C9 B 193 mg 28.6 mg 14.8％ 2.23 mg 1.26 mg 56.6％
NRSK–C10 B 221 mg 20.7 mg 9.4％ 2.44 mg 1.25 mg 51.4％
NRSK–C11 B 34 mg 12.7 mg 37.3％ 2.46 mg 1.28 mg 51.9％
NRSK–C12 B 368 mg 82.9 mg 22.5％ 2.55 mg 1.32 mg 51.8％
箸墓古墳周辺7次（纏向81次）
NRKS–02 A 38 mg 2.2 mg 5.8％ 1.62 mg 1.05 mg 65.0％
NRKS–03 A 47 mg 3.5 mg 7.4％ 2.97 mg 1.75 mg 58.9％
NRKS–04 A 33 mg 12.7 mg 38.8％ 5.35 mg 3.77 mg 70.4％
NRKS–06 A 42 mg 3.5 mg 8.4％ 2.03 mg 1.12 mg 55.2％
NRKS–09 A 29 mg 7.5 mg 25.6％ 4.11 mg 2.73 mg 66.5％
NRKS–10 A 49 mg 18.4 mg 37.2％ 4.04 mg 2.85 mg 70.6％
NRKS–11 A 30 mg 5.0 mg 16.5％ 4.02 mg 2.82 mg 70.2％
NRKS–13 A 41 mg 13.4 mg 32.3％ 4.29 mg 2.87 mg 67.0％
纏向109次
NRSK–7 B 59 mg 23.4 mg 39.7％ 重液分離 1.70 mg 1.14 mg 66.9％
NRSK–C20 B 124 mg 13.9 mg 11.2％ 2.36 mg 1.22 mg 51.8％
NRSK–C21 B 86 mg 11.1 mg 12.9％ 2.29 mg 1.24 mg 54.2％
NRSK–C22 B 34.7 mg 2.31 mg 1.30 mg 56.5％
NRSK–C23 B 63.2 mg 2.25 mg 1.07 mg 47.7％
NRSK–C24 B 325 mg 9.6 mg 2.9％ 2.41 mg 1.26 mg 52.2％
NRSK–C25 B 63.2 mg 2.23 mg 1.24 mg 55.5％
NRSK–C26 0 B 78 mg 26.3 mg 33.7％ 2.37 mg 1.39 mg 58.6％
纏向65次
NRSK–C27 B 5.3 mg 1.49 mg 0.94 mg 63.2％
纏向140次
NRSK–21 C 36 mg 9.1 mg 25.3％ 2.25 mg 1.07 mg 47.6％
NRSK–22 b C 35 mg 11.3 mg 32.4％ 2.62 mg 1.57 mg 59.9％
NRSK–23 b C 37 mg 11.6 mg 31.3％ 2.08 mg 1.44 mg 69.2％
纏向145次
NRSK–27 C 38 mg 4.9 mg 13.0％ 2.21 mg 1.33 mg 60.2％
NRSK–29 b C 42 mg 21.2 mg 50.6％ 3.76 mg 2.36 mg 62.8％
NRSK–30 a C 39 mg 24.9 mg 63.8％ 3.51 mg 2.22 mg 63.2％
NRSK–30 b C 37 mg 12.0 mg 32.5％ 2.00 mg 1.49 mg 74.5％
NRSK–31 b C 44 mg 13.9 mg 31.5％ 2.87 mg 1.70 mg 59.2％
NRSK–32 C 43 mg 13.5 mg 31.4％ 2.91 mg 1.76 mg 60.5％
纏向149次
NRSK–24 C 44 mg 11.0 mg 25.0％ 3.09 mg 1.78 mg 57.6％
NRSK–25 a C 23 mg 3.2 mg 14.0％ 2.43 mg 1.20 mg 49.4％
NRSK–25 b C 39 mg 19.3 mg 49.6％ 3.46 mg 2.11 mg 61.0％
NRSK–26 C 41 mg 4.3 mg 10.5％ 2.67 mg 1.53 mg 57.3％
纏向158次
NRSK–46 D 28.2 mg 59.8％ 7.52 mg 5.12 mg 68.1％
NRSK–C49 D 1.8 mg 77.4％ 1.78 mg 0.73 mg 41.0％
NRSK–C50 a D 143.9 mg 80.0％ 7.32 mg 4.61 mg 63.0％
NRSK–C50 b D 1.7 mg 80.1％ 1.69 mg 0.75 mg 44.4％
NRSK–C50 c D 10.3 mg 63.5％ 8.29 mg 4.55 mg 54.9％
大福10次
NRSK–55 a D 20.3 mg 53.2％ 6.97 mg 3.63 mg 52.1％
NRSK–55 b D 11.5 mg 52.3％ 10.55 mg 4.91 mg 46.5％
大福26次
NRSK–33 a C 32 mg 6.9 mg 21.5％ 2.21 mg 1.25 mg 56.6％
NRSK–33 b C 41 mg 7.2 mg 17.6％ 2.50 mg 1.40 mg 56.0％
NRSK–34 b C 38 mg 12.4 mg 32.5％ 2.60 mg 1.69 mg 65.0％
大福28次
NRSK–65 D 15.8 mg 53.5％ 8.57 mg 3.54 mg 41.3％
NRSK–66 D 26.4 mg 54.6％ 6.95 mg 4.17 mg 60.0％
NRSK–C63 D 17.0 mg 54.5％ 6.98 mg 4.35 mg 62.3％
上之庄4次
NRSK–59 a D 26.1 mg 61.0％ 7.81 mg 4.81 mg 61.6％
NRSK–59 b D 30.8 mg 52.4％ 9.28 mg 5.02 mg 54.1％










NRSK–6 B 166 mg 3.4 mg 2.1％ 重液分離 1.62 mg 0.76 mg 46.7％
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NRKS–06 A 42 mg 3.5 mg 8.4％ 2.03 mg 1.12 mg 55.2％
NRKS–09 A 29 mg 7.5 mg 25.6％ 4.11 mg 2.73 mg 66.5％
NRKS–10 A 49 mg 18.4 mg 37.2％ 4.04 mg 2.85 mg 70.6％
NRKS–11 A 30 mg 5.0 mg 16.5％ 4.02 mg 2.82 mg 70.2％
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NRSK–7 B 59 mg 23.4 mg 39.7％ 重液分離 1.70 mg 1.14 mg 66.9％
NRSK–C20 B 124 mg 13.9 mg 11.2％ 2.36 mg 1.22 mg 51.8％
NRSK–C21 B 86 mg 11.1 mg 12.9％ 2.29 mg 1.24 mg 54.2％
NRSK–C22 B 34.7 mg 2.31 mg 1.30 mg 56.5％
NRSK–C23 B 63.2 mg 2.25 mg 1.07 mg 47.7％
NRSK–C24 B 325 mg 9.6 mg 2.9％ 2.41 mg 1.26 mg 52.2％
NRSK–C25 B 63.2 mg 2.23 mg 1.24 mg 55.5％
NRSK–C26 0 B 78 mg 26.3 mg 33.7％ 2.37 mg 1.39 mg 58.6％
纏向65次
NRSK–C27 B 5.3 mg 1.49 mg 0.94 mg 63.2％
纏向140次
NRSK–21 C 36 mg 9.1 mg 25.3％ 2.25 mg 1.07 mg 47.6％
NRSK–22 b C 35 mg 11.3 mg 32.4％ 2.62 mg 1.57 mg 59.9％
NRSK–23 b C 37 mg 11.6 mg 31.3％ 2.08 mg 1.44 mg 69.2％
纏向145次
NRSK–27 C 38 mg 4.9 mg 13.0％ 2.21 mg 1.33 mg 60.2％
NRSK–29 b C 42 mg 21.2 mg 50.6％ 3.76 mg 2.36 mg 62.8％
NRSK–30 a C 39 mg 24.9 mg 63.8％ 3.51 mg 2.22 mg 63.2％
NRSK–30 b C 37 mg 12.0 mg 32.5％ 2.00 mg 1.49 mg 74.5％
NRSK–31 b C 44 mg 13.9 mg 31.5％ 2.87 mg 1.70 mg 59.2％
NRSK–32 C 43 mg 13.5 mg 31.4％ 2.91 mg 1.76 mg 60.5％
纏向149次
NRSK–24 C 44 mg 11.0 mg 25.0％ 3.09 mg 1.78 mg 57.6％
NRSK–25 a C 23 mg 3.2 mg 14.0％ 2.43 mg 1.20 mg 49.4％
NRSK–25 b C 39 mg 19.3 mg 49.6％ 3.46 mg 2.11 mg 61.0％
NRSK–26 C 41 mg 4.3 mg 10.5％ 2.67 mg 1.53 mg 57.3％
纏向158次
NRSK–46 D 28.2 mg 59.8％ 7.52 mg 5.12 mg 68.1％
NRSK–C49 D 1.8 mg 77.4％ 1.78 mg 0.73 mg 41.0％
NRSK–C50 a D 143.9 mg 80.0％ 7.32 mg 4.61 mg 63.0％
NRSK–C50 b D 1.7 mg 80.1％ 1.69 mg 0.75 mg 44.4％
NRSK–C50 c D 10.3 mg 63.5％ 8.29 mg 4.55 mg 54.9％
大福10次
NRSK–55 a D 20.3 mg 53.2％ 6.97 mg 3.63 mg 52.1％
NRSK–55 b D 11.5 mg 52.3％ 10.55 mg 4.91 mg 46.5％
大福26次
NRSK–33 a C 32 mg 6.9 mg 21.5％ 2.21 mg 1.25 mg 56.6％
NRSK–33 b C 41 mg 7.2 mg 17.6％ 2.50 mg 1.40 mg 56.0％
NRSK–34 b C 38 mg 12.4 mg 32.5％ 2.60 mg 1.69 mg 65.0％
大福28次
NRSK–65 D 15.8 mg 53.5％ 8.57 mg 3.54 mg 41.3％
NRSK–66 D 26.4 mg 54.6％ 6.95 mg 4.17 mg 60.0％
NRSK–C63 D 17.0 mg 54.5％ 6.98 mg 4.35 mg 62.3％
上之庄4次
NRSK–59 a D 26.1 mg 61.0％ 7.81 mg 4.81 mg 61.6％
NRSK–59 b D 30.8 mg 52.4％ 9.28 mg 5.02 mg 54.1％














によって付されるもので，それぞれ Beta Analytic Inc. （Beta–），（株）加速器分析研究所 （IAAA–），
（株）パレオ・ラボ （PLD–） による測定であることを示す。炭素 14 年代は，AMS 装置によって同

















NRSK–C13 IAAA–71906 6310±40 ＊1
NRSK–C14 IAAA–71907 1830±30
NRSK–C15 a IAAA–71908 6440±40 ＊1





NRSK–1 IAAA–71886 1710±30 –19.2 7.8 65.6
NRSK–2 IAAA–71888 1860±30 –27.0 10.6 22.3
NRSK–3 a IAAA–71890 1820±30 –26.7 6.4 23.5
NRSK–3 b IAAA–71891 1780±30 –27.6 13.4 36.0
NRSK–4 a IAAA–71893 1840±30 –25.9 3.7 24.7
NRSK–4 b IAAA–71894 1750±30 –27.1 6.6 29.2
NRSK–C1 IAAA–71887 1850±30
NRSK–C2 IAAA–71889 1730±30



























NRKS–04 IAAA–41116 1820±30 –27.2 12.5 37.8
NRKS–06 Beta–198872 1830±40 –24.2 ＊2
NRKS–09 IAAA–41918 1910±40 –25.3 11.8 27.9
NRKS–10 IAAA–41919 1840±40 –21.2 11.0 32.8
NRKS–11 IAAA–41920 1740±40 –22.0 11.0
NRKS–13 IAAA–41921 1870±40 –26.2 10.3 37.0
纏向109次
NRSK–7 IAAA–71899 1790±30 –24.1 5.1 34.7
NRSK–C20 IAAA–71913 14010±60 ＊1
NRSK–C21 IAAA–71914 1820±30








NRSK–21 PLD–10890 1920±25 –27.6 11.9 36.2
NRSK–22 b PLD–10891 1910±25 –27.3 12.0 28.5
NRSK–23 b PLD–10892 1915±25 –27.6 10.1 55.6
纏向145次
NRSK–27 PLD–10897 1890±25 –26.4 13.2 23.7
NRSK–29 b PLD–10898 1865±25 –27.6 11.9 26.7
NRSK–30 a PLD–10899 1880±25 –24.9 5.2 38.8
NRSK–30 b PLD–10900 1905±25 –27.4 11.1 47.6
NRSK–31 b PLD–10901 1860±25 –27.8 10.2 35.2
NRSK–32 PLD–10902 1795±25 –25.9 4.3 12.6
纏向149次
NRSK–24 PLD–10893 1930±25 –23.2 10.8 33.6
NRSK–25 a PLD–10894 1925±25









NRSK–55 a PLD–12753 1750±20
NRSK–55 b PLD–12754 1800±15
大福26次
NRSK–33 a PLD–10903 1920±25 –26.9 7.5 23.7
NRSK–33 b PLD–10904 1965±25 –27.5 11.8 26.8






NRSK–59 a PLD–12755 1770±20
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炭素 14 年代は試料の炭素 14 濃度を機械的に年代に換算したものであり，実際の暦上の年代を得
るためには，年代較正が必要になる。通常この操作は，欧米産樹木などによって作成された較正曲
線「IntCal」に基づいて行われることが多い［Reimer et al. 2004，Reimer et al. 2009］。ところが弥
生後期から古墳開始期にかけての時期は，日本産樹木年輪の炭素 14 年代測定から，大気中の炭素
14 濃度が日本列島と欧米とで異なっていた可能性が指摘され［Sakamoto et al. 2003，中村ほか 2004］，
確認された［尾嵜・今村 2007］。尾嵜ら［Ozaki et al. 2007，尾嵜 2009］は年輪年代の定まった秋田県，
長野県，神奈川県のスギ・ヒノキ材，および広島県黄幡 1 号遺跡で出土した木材の炭素 14 年代測
定を行い，紀元前 11 世紀から後 4 世紀までの複数の日本産樹木のデータ蓄積を得た。図 10 に紀元
前 1 世紀以降の一部を示す。今回測定した試料の炭素 14 年代を，これらのデータの上にプロット
することで年代の較正を試みた。
それぞれの墳丘築造に関わるイベント毎に分類した試料の炭素 14 年代を，日本産樹木年輪の年
輪年代と炭素 14 年代の関係を示したグラフ上にプロットした（図 11～24）。比較のため，背景に
は IntCal09 のグラフを示した。［今村 2007］の計算方法に基づき，確率密度分布が 2 σに相当する
年代範囲をグラフ中の横線で示した。ただし，後 5 世紀以降は日本産樹木のデータに IntCal09 を
結合させて計算した。
①　纏向石塚













NRTK–32 Beta–182495 1910±40 –26.5 ＊2
NRTK–32 （re） MTC–03611 2050±30 –26.1 5.1 30.1
NRTK–32 （re2） NUTA2–7465 2041±29
NRTK–40 Beta–182500 2070±40
NRTK–34 Beta–182496 1950±40 –23.4 ＊2
NRTK–34 （re） MTC–03612 1985±30 –22.8 11.8 23.3
NRTK–35 Beta–182497 1960±40 –26.9 ＊2
NRTK–36 Beta–182498 1880±40 –25.0 ＊2
NRTK–36 （re） MTC–03513 1815±35 –21.8 9.1 18.9
NRTK–37 NUTA2–7468 1763±28 –27.1 10.3 32.3
NRTK–38 Beta–182499 1810±40 –26.1 ＊2
NRTK–38 （re） MTC–03613 1830±30 –25.4 15.7 22.9
NRTK–79 NUTA2–7482 1741±27 –20.3 12.7 28.8
NRTK–82 NUTA2–7484 1780±28 –25.8 14.7 18.4
瓜生堂
OSF–165 Beta–184562 1790±40 –20.9 10.5 33.7
＊ 1　上層ないし下層からの混入の可能性がある試料
＊ 2　δ13C 値は，Beta Analytic Inc. による測定
［古墳出現期の炭素14年代測定］……春成秀爾・小林謙一・坂本 稔・今村峯雄・尾嵜大真・藤尾慎一郎・西本豊弘
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入が示唆される。測定結果は，1 点が 1830 14C BP を示したものの，ほぼ 1900 14C BP 前後に集中す
る。日本産樹木のデータによれば，これらは後 2 世紀から 3 世紀初めに分布の中心を持つ（図 11）。
②　東田大塚
土器付着物，ならびに種実，木材，竹製のカゴ材が測定された。620 14C BP という小枝は，上層
からの混入が示唆される。布留 0 段階とされる試料の測定結果は 1730～1860 14C BP で，日本産樹
木のデータに見られる後 3 世紀の急激な落ち込みの部分に分布の中心を持つ（図 12）。布留 1 段階
については，1650～1710 14C BP という炭素 14 年代を示す試料の存在が特徴的である。グラフ上で
1700 14C BP を示す年代は，西暦 270 年前後と後 4 世紀後半である（図 13）。
③　矢塚
試料のうち，2100 14C BP という炭素 14 年代を示した木材は下層からの混入が示唆される。木材
のもう 1 点は混入を強く示唆しないものの，土器付着物と種実の測定結果に対して若干古い 1900 
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日本産樹木のデータによれば後 3 世紀前半，または 4 世紀前半に分布の中心をもつ（図 15）。
⑤　纏向109次
土器付着物 1 点と木材を測定した。3 点の木材が極めて古い炭素 14 年代を示し，下層からの混
入が示唆される。他は 1 点のみ 1720 14C BP だったが，他は 1800 14C BP 前後に集中した。日本版
樹木のデータによれば後 3 世紀前半の比較的限られた時期か，後 3 世紀末から 4 世紀前半に分布の
中心をもつ（図 16）。
⑥　纏向65次
漆塗盾に塗布された漆膜の測定 1 点である。炭素 14 年代 1800 14C BP は，日本版樹木のデータ
によれば後 3 世紀前半の比較的限られた時期か，後 4 世紀前半に分布の中心を持つ（図 17）。
⑦　纏向140次
土器付着物 3 点の炭素 14 年代は 1910～1920 14C BP に集中した。これらは IntCal09 によれば西
暦 100 年前後に相当するが，日本産樹木のデータによれば後 2 世紀の，曲線がフラットに推移する
時期に分布の中心を持つ（図 18）。
⑧　纏向145次
土器付着物 6 点の炭素 14 年代は，1 点（1795 14C BP）を除けば 1865～1905 14C BP に集中した。















NRKS-06（Beta-198872：1830 14C BP）と NRKS-11（IAAA-41920：

















土器付着物 3 点，および土器を巻いていたタケ材の炭素 14 年代は 1910～1930 14C BP に集中した。
纏向 140 次と同様，IntCal09 によれば西暦 100 年前後に相当するが，日本産樹木のデータによれば
後 1 世紀後半から 2 世紀のフラットな時期に分布の中心を持つ（図 20）。
⑩　纏向158次
土器付着物 1 点，および種実 4 点の炭素 14 年代は 1680～1740 14C BP で，一連の測定試料のな
かでもっとも新しい値を示した。東田大塚の一部の試料についての検討と同様，日本産樹木のデー
タで 1700 14C BP 前後の値を示すのは西暦 270 年前後と後 4 世紀後半である（図 21）。
⑪　大福10次
同一個体の内外から採取した土器付着物の測定を行い，炭素 14 年代はそれぞれ内面が 1750 14C 
BP，外面が 1800 14C BP となった。測定誤差に対して相対的に差が目立つ結果となったが，日本
産樹木のデータによればいずれも後 3 世紀中頃の限られた時期か，後 3 世紀末から 4 世紀前半に分
布の中心を持つ（図 22）。
⑫　大福26次，大福28次
1965 14C BP を示した土器付着物 1 点を除き，炭素 14 年代は 1905～1925 14C BP に集中した。






土器付着物 3 点，および土器を巻いていたタケ材の炭素 14 年代は 1910～1930 14C BP に集中した。
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⑫　大福26次，大福28次
1965 14C BP を示した土器付着物 1 点を除き，炭素 14 年代は 1905～1925 14C BP に集中した。




















同一個体の内外から採取した土器付着物の炭素 14 年代は，それぞれ内面が 1770 14C BP，外面が
1775 14C BP とほぼ一致した。日本産樹木のデータによれば後 3 世紀中頃の限られた時期か，後 4






















試料の相対的な出現順序は大和 V 様式→大和 VI–2 様式→大和 VI–3 様式（以上，唐古・鍵遺跡）
→大和 VI–4 様式・庄内 0 式期（大福遺跡 26 次，纏向 140 次土坑 1）→庄内 1 式期（纏向 149 次土
坑 1）→庄内 3 式期（纏向 145 次土坑 2）→纏向石塚墳丘墓→東田大塚墳丘墓築造前（纏向 113 次
の NRSK–2・3）・築造中（纏向 113 次の NRSK–C7・C8 など）・箸墓築造前（箸墓周辺 7 次〈纏向
81 次〉）→東田大塚壕埋没後（纏向 147 次の NRSK–1，C4～C7）・箸墓築造後（纏向 109 次）→布






奈良盆地の弥生後期については，唐古・鍵遺跡の測定結果から，大和 V–1 様式（3）が 2000 14C 
BP である。池上曽根遺跡の大型建物柱痕の年輪年代［光谷・秋山 2000］および炭素 14 年代のウィ
グルマッチ［今村ほか 2004］により，弥生中期末の IV 期（池上曽根遺跡大型建物は和泉地域の弥
生Ⅳ期とされる）は紀元前 1 世紀とされ，大和 V–1 様式はその後の後 1 世紀頃に合致すると考え
られる。大和 VI–2 様式（2）は 1970 14C BP，VI–3 様式（1）は 1960 14C BP で，日本産樹木年輪
の後 1 世紀後半にあたる。桜井市の試料としては大福遺跡 28 次の大和 VI–3 様式（3）が 1920 14C 
BP で，日本産樹木年輪の後 1 世紀後半から 2 世紀初め頃にあたる。
桜井市纏向遺跡群の土器付着物については，庄内 0 式期（6）では 1920 14C BP で，日本産樹木
年輪の後 2 世紀初めの傾斜部分に比定される。庄内 1 式期（4）は 1920 14C BP で，後 2 世紀であ
ろう。庄内 3 式期（2）は 1880 14C BP で，西暦 200 年頃の曲線の肩部にあたる。
墳丘部の出土物について，纏向石塚墳丘墓周壕下層の木材・種実（4）は 1880 14C BP で，後 3
世紀前半の傾斜部にあたろう。矢塚墳丘墓では庄内 3 式の甕の煤（1）が 1820 14C BP，東田大塚で
は墳丘墓築造中の井戸などの遺構に廃棄され墳丘完成より古い出土状況である甕の煤（2）が 1800 
14C BP，共伴する種子（2）が 1790 14C BP，築造時のカゴの破片（2）が 1750 14C BP で，後 3 世
紀前半であろう。より新しい（布留 1 式期）周壕下層出土の木材（3）は 1690 14C BP と後 3 世紀
後葉に比定され，布留 0 式がそれ以前である可能性を示す。
箸墓古墳では，築造前の木材は縄紋時代以前の年代であった。築造直前に位置づけられる土取穴
と考えられる SX–01 遺構出土の布留 0 式，および並行すると思われる甕の煤（8）は 1800 14C BP
を中心に分布するが，造成時掘り込みとされる最下層から出土した甕（6）に限れば，平均値は
1840 14C BP である。築造直後の周壕最下層の腐食物層下の布留 0 式甕の煤（1）および小枝（1）
は 1800 14C BP 前後，壕が埋没後やや時間が経過した周壕下層腐食層堆積後（布留 1 式期に近いと
される）の木材（3）は 1700 14C BP 台である。
集落遺跡での箸墓築造後の試料としては，布留 1 式である纏向遺跡 158 次の井戸出土試料（5）
が 1715 14C BP で，日本産樹木年輪の後 3 世紀後半から 4 世紀頃にあたる。同様に布留 1 式期として，
大福遺跡 10 次の土器付着物（2）は 1775 14C BP で，日本産樹木年輪の後 4 世紀初め頃にあたる。
直接的に遺跡内での先後関係を示すものではないが纏向遺跡 158 次井戸との前後関係が検討できれ
ば，より詳細な年代的位置づけが検討できるであろう。上之庄遺跡 4 次の布留 2 式土器（3）は，
1750 14C BP で，日本産樹木年輪の後 4 世紀頃にあたる。
これらの桜井市出土試料の測定値と，唐古・鍵遺跡，瓜生堂遺跡での測定値を合わせて検討する。
唐古・鍵遺跡の布留 1 式甕の付着物（5）は 1780 14C BP，大阪府瓜生堂遺跡の布留 2 式は 1790 14C 




石塚の完成後の年代（西暦 200 年を少し下る頃，前述のように庄内 3 式期とする）と，東田大塚・
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日本産樹木年輪による炭素 14 年代の較正曲線は，1900 14C BP 台の平坦な時期を過ぎると西暦
200 年頃を境に急に落ち込む。纏向石塚は築造前の墳丘下出土の木材 NRSK–C18 および築造後で
ある周壕下層出土 NRSK–C16・C17 が 1900 14C BP 前後の数値であるのに対し，周壕の下層の上か
ら出土した NRSK–C14 は 1830 14C BP とやや下った年代値である。試料の上下関係とそれらの炭
素 14 年代から，纏向石塚の完成直後の年代は，較正曲線上では西暦 200 年頃に相当する可能性が
考えられる。さらに，日本産樹木年輪によるデータは西暦 270 年前後に炭素 14 年代が 1700 14C BP
に達した後，西暦 300 年にかけて 1800 14C BP 近くにまで上昇，その後再び下降する。東田大塚墳
丘墓の壕最上層の NRSK–1，NRSK–C4・C5，および箸墓の壕埋没後に貯まった腐植層中出土の小
枝（NRSK–C24）は，さらに新しい纏向遺跡群や大福遺跡などの布留 1 式土器の付着物炭化物や共
伴試料の炭素 14 年代（1800 14C BP 前後）よりも新しい値（1720～1650 14C BP）を示すことから，
これらは西暦 270 年前後の谷部に相当すると考えられ，定点とみなすことができる。
特に，西暦 270 年頃に相当する東田大塚の壕最上層出土土器（NRSK–1）については，前述のよ
うに橋本輝彦氏による布留 0 式と布留 1 式との間という編年的位置づけがある。この土器の付着炭
化物（1710 14C BP），および密着して出土した木材（NRSK–C5：1670 14C BP）の測定結果から，
布留 0 式新から布留 1 式にかけての一時期が西暦 270 年前後に位置づけられると推定できる。
以上で，庄内 3 式期と布留 0 式から 1 式への過渡期と位置づけられる段階までが，西暦 200 年か








連続的で間隙がない順序と考えるならば，庄内期が後 2 世紀，纏向石塚築造後が西暦 200 年頃，
その後に続く東田大塚築造・箸墓築造が後 3 世紀前半から中葉（東田大塚の築造直前・築造中は西
暦 200～240 年の間であり，箸墓築造に関わる SX01 出土土器もこの年代にほぼ重なる），箸墓築造
直後と考えられる壕最下層腐植土層出土の試料は西暦 240～260 年，東田大塚・箸墓が完成してお





奈良県立橿原考古学研究所による勝山第 4 次調査の第 1 調査区くびれ部の周壕埋土出土の木材など
について，光谷拓実が年輪年代を報告している［光谷 2002］。墳丘側から投棄された柱材や板材な
ど計 5 点の資料のうち，No.1 のヒノキ板材が辺材型と報告されており，その最外年は西暦 199 年
である。光谷の推定によれば，材には辺材部分が 2.9cm 認められ，その中に 22 層の年輪が確認さ
れているので，辺材部があと 1.1cm 存在したと仮定すると，伐採年はその間に推定される 8～9 層
の年輪を加えた，西暦 210 年をやや遡る年代であろうとされている。また，纏向石塚第 4 次発掘調




14 年代を報告している（表 4）。箸墓古墳の測定結果は，SX–01 最下層出土試料が 2120 14C BP と
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ては一括性の高い遺構出土の土器の付着炭化物や共伴炭化材の出土が望まれるが，庄内 0 式・1 式
























測定番号 1 SM–01 最下層 橿原考古学研究所 2002 木材 ヒノキ Beta–125610 2080 ±60
測定番号 2 SX–01 最下層 橿原考古学研究所 2002 木材 ヒノキ Beta–125611 2120 ±60
測定番号 3 SX–01 最下層 橿原考古学研究所 2002 種実 モモ核 Beta–125612 1620 ±80
測定番号 4 SM–01 下層 橿原考古学研究所 2002 種実 モモ核 Beta–125613 1720 ±70
測定番号 5 SF–01A 最下層 橿原考古学研究所 2002 種実 モモ核 Beta–125614 1840 ±60
測定番号 6 纏向ハシリダ 3E 土坑 橿原考古学研究所 2002 種実 ドングリ Beta–125615 1920 ±60
測定番号 7 纏向石塚 8 次墳丘下湿地層 橿原考古学研究所 2002 土器付着物 甕内焦 Beta–125616 2010 ±60
ホケノ山
HOKENO–1 木棺北側 橿原考古学研究所 2001 木材 炭化木質部 Beta–141087 1880 ±50
HOKENO–2 木棺北側 橿原考古学研究所 2001 木材 炭化木質部 Beta–141088 1920 ±40
HOKENO–3 木棺北側 橿原考古学研究所 2001 木材 炭化木質部 Beta–141089 1910 ±40
HOKENO–4 木棺北側 橿原考古学研究所 2001 木材 炭化木質部 Beta–141090 1940 ±40
HOKENO–5 木棺北側 橿原考古学研究所 2001 木材 炭化木質部 Beta–141091 1880 ±40
No.1 奥山 2008 木材 小枝 12 年輪 PLD–9319 1710 ±20
No.2 奥山 2008 木材 小枝 12 年輪 PLD–9320 1690 ±20
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Radiocarbon Dating the Appearance of Kofun
HARUNARI Hideji, KOBAYASHI Ken’ ichi, SAKAMOTO Minoru, IMAMURA Mineo, 
OZAKI Hiromasa, FUJIO Shin’ ichiro and NISHIMOTO Toyohiro
This article reports the results of a study on dating of the appearance of Kofun. In the study, radio-
carbon dating was conducted by accelerator mass spectrometry of woods, seeds, and carbonaceous 
matter attached to pottery excavated in Hashihaka Kofun, Higaida-Otsuka Kofun, Yazuka Kofun, 
Makimuku-Ishizuka Kofun and Makimuku Sites, Daifuku Site, and Kaminosho Site in Sakurai City, 
Nara Prefecture. The absolute dates were obtained by calibrating the above dating results based on 
radiocarbon dates of trees indigenous to Japan with their dates determined by dendrochronology. The 
purpose of this study is to investigate the dates of the oldest Kofun, Yayoi tumulus and the village site 
based on the radiocarbon dating of excavated samples from those sites, and put them together to esti-
mate the calendar ages from the last half of the Yayoi period to the Kofun period.
In this study, the date of each sample was estimated by comparing the dating results with the cali-
bration curve based on radiocarbon dates of tree rings indigenous to Japan, and also examined by the 
anteroposterior relationship with the remains (during, just after, or after the construction of 
Makimuku-Ishizuka, Higaida-Otsuka Kofun, and Hashihaka Kohun) judged from the excavation 
record. Then, the dates of the pottery styles and the construction process of Kofun were estimated.
In conclusion, the age just after the construction of Hashihaka Kofun in the beginning of Kofun Pe-
riod was estimated to fall between AD 240 to 260.
Keywords: Kofun priod, tumulus, formation series, radiocarbon dating, age calbration
